
強
い
気
持
ち
に
押
さ
れ
て
こ
の
講
座
に
。
将

来
は
英
語
が
使
え
る
仕
事
が
希
望
で
す
。

　

再
就
職
に
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ス
キ
ル
だ

け
で
は
な
く
、
主
婦
モ
ー
ド
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が
大
事
。
主
婦
が
家

か
ら
一
歩
出
る
に
は
精
神
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
必
須
科
目
の
キ

ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ゼ
ミ
は
、
様
々
な
課

題
を
「
自
分
の
頭
で
考
え
て
発
表
す
る
場
」

と
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
代
表
取
締
役
・
蟹

瀬
令
子
さ
ん
を
講
師
に
、
毎
回
異
な
る
テ
ー

マ
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
８
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
す
。
受
講
生
に
は
毎
回
の
レ
ポ
ー
ト
提

出
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

上田先生と受講生たち（昭和女子大キャリア塾）

大沢真知子+鈴木陽子著妻が再就職するとき
　既婚女性のキャリアカムバックに

ついて、著者2人で行ったインタビ

ューを中心にまとめた本書。様々な

環境下にある読み手にとって、再就

職へのイメージが具体的につかみや

すい内容です。異なった事例のそれ

こそ数多くの人々への取材が、もや

もやとした働きたい個々の思いに

「解」を与えてくれます。

　「子どもが小さいうちは、パート

やアルバイトでワークライフバラン

スに重きを置く選択肢でも、その一

つひとつの経験を積むことがキャリ

アにつながる」―今回の特集の中で

も何回も掲げられた激励です。この

場合にも「次の目標を定めてそれに

向かってプランを描く」ことが実現

への要だと知らされます。それは、

本書が最も伝えたいこと、自立、

「私たちはどのような時代を生きる

のか」だからです。

　男性が１人で家計を支える時代が

終わり、国の雇用政策が女性就労を

促す方向にシフトしていく社会。自

らの生活設計を描いて、成りたい自

分に向かってチャレンジしてほしい

と、女性たちを温かくも強く応援し

ています。今働いている人にも現状

を考える上で大いに参考になりま

す。

パステル

セカンド・チャンス社会へ

　

子
ど
も
は
高
１
、
中
１
。

離
職
15
年
間
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進

み
「
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
な
い

自
分
は
ダ
メ
。
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
と
英
語
力
を
つ

け
て
貿
易
実
務
の
仕
事
に
」
と
、
夢
を
語
り

ま
す
。

　

二
人
は
リ
カ
レ
ン
ト
受
講
生
を
代
表
す
る

例
の
よ
う
で
す
が
、
高
頭
先
生
は
手
厳
し
い
。

　

「
リ
カ
レ
ン
ト
に
来
る
人
た
ち
、
特
に
、

バ
ブ
ル
時
代
に
働
い
て
い
た
人
た
ち
の
多
く

は
働
く
こ
と
に
漠
然
と
し
た
夢
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
自
分
が
何
を
や
る
か
、
何
を
し
た

い
か
が
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
資
格
を

取
っ
た
だ
け
で
、
今
す
ぐ
、
そ
の
資
格
を
生

か
せ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
中
途
採
用
で
見
つ
か

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
ビ
ジ

ネ
ス
全
般
の
基
本
を
幅
広
く
勉
強
し
、
社
会

で
働
く
自
覚
と
自
信
を
取
り
戻
し
、
人
間
と

し
て
の
総
合
力
を
つ
け
た
自
己
の
確
立
を
し

て
欲
し
い
。
学
ぶ
こ
と
で
一
旦
リ
セ
ッ
ト
し

て
、
こ
れ
か
ら
先
を
考
え
て
み
よ
う
と
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
。

　　

就
職
支
援
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
リ

カ
レ
ン
ト
主
催
の
合
同
会
社
説
明
会
、
企
業

採
用
担
当
者
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
ま

た
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
修
了
者
指
名

の
求
人
、
大
学
へ
の
求
人
で
中
途
採
用
の
も

の
や
、
大
学
同
窓
会
に
集
ま
る
求
人
情
報
の

提
供
も
。
家
庭
環
境
、
働
く
動
機
、
働
き
方

な
ど
も
様
々
で
就
職
率
は
表
し
に
く
い
と
し

な
が
ら
も
希
望
者
は
ほ
ぼ
全
員
が
就
職
し
て

い
ま
す
。
（
右
グ
ラ
フ
参
照
）

　

し
か
し
再
就
職
で
い
き
な
り
正
社
員
に
就

く
の
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
と
、
就
職

担
当
を
す
る
上
山
絵
美
子
さ
ん
。
「
中
途
採

用
で
は
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
が
高
度
。
ブ
ラ

ン
ク
の
あ
る
場
合
は
や
は
り
パ
ー
ト
就
業
が

多
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
、
既
婚
者

で
一
応
生
活
が
安
定
し
て
い
る
方
の
中
に
は
、

い
い
仕
事
が
な
い
か
ら
と
働
く
の
を
躊
躇
し

て
し
ま
う
人
も
少
な
く
な
い
の
で
残
念
」
と

言
い
ま
す
。

　　

入
学
資
格
は
な
く
、
「
再
就
職
コ
ー
ス
」

の
受
講
料
は
1
5
0
0
0
円
＋
登
録
料

5
0
0
0
円
。
小
原
奈
津
子
副
学
長
に
よ
れ

ば
「
社
会
貢
献
の
一
つ
と
捉
え
」
、
大
学
側

が
授
業
料
の
半
分
以
上
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
の
で
す
。

　

講
座
は
毎
週
火
曜
、
２
講
座
ず
つ
で
10
週

間
。
修
了
に
は
、
必
修
科
目
（
面
接
講
座
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ゼ
ミ
な
ど
）
と
選

択
科
目
（
パ
ソ
コ
ン
基
礎
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
か

ら
１
講
座
以
上
の
受
講
と
、
３
分
の
２
以
上

の
出
席
が
必
要
で
す
。

　

「
今
は
小
学
生
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
多
く

が
何
ら
か
の
形
で
働
い
て
い
る
の
が
当
た
り

前
で
す
が
、
育
児
休
業
が
取
れ
て
い
る
人
は

少
な
い
。
だ
か
ら
、
早
く
保
育
園
に
預
け
て

復
帰
し
た
い
と
、
『
再
就
職
コ
ー
ス
』
に
来

る
ケ
ー
ス
は
多
い
で
す
」
と
話
す
の
は
面
接

講
座
を
担
当
す
る
上
田
晶
美
先
生
。

　

企
業
で
人
事
10
年
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
20
年
の
経
歴
を
持
つ
上
田
先
生
は
、

「
ま
ず
踏
み
出
す
こ
と
で
情
報
が
入
っ
て
く

る
。
子
ど
も
の
成
長
と
共
に
、
パ
ー
ト
か
ら

少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
い
け
ば
い
い
」
と
、

一
歩
ず
つ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

短
大
卒
後
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
に
２
年
半
勤
め
結
婚
で

退
職
。
子
ど
も
が
５
歳
と
８

歳
に
な
り
自
由
な
時
間
が
。
子
ど
も
の
成
長

を
見
な
が
ら
契
約
か
パ
ー
ト
で
働
き
、
い
ず

れ
フ
ル
タ
イ
ム
で
貿
易
関
係
の
仕
事
に
就
き

た
い
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
中
２
。
大
学
の

英
文
科
を
出
て
商
社
に
７
年
、

結
婚
で
退
職
。
夫
の
転
勤
で

計
９
年
間
の
海
外
生
活
を
送
り
帰
国
し
て
１

年
半
余
が
経
ち
ま
し
た
。「
何
か
し
た
い
」と

　

「
自
分
の
人
生
で
仕
事
と
家
庭
に
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
か
。
グ
ル
ー
プ
討
議
で
他
の

人
の
意
見
も
聞
き
、
納
得
で
き
る
答
え
を
見

つ
け
て
い
く
こ
と
で
や
り
た
い
こ
と
が
明
確

に
な
り
、
心
の
整
理
が
で
き
る
」
と
副
学
長

の
小
原
先
生
。
全
員
で
発
表
を
す
る
最
終
回

に
は
「
目
標
が
見
え
て
き
た
」
と
感
極
ま
っ

て
涙
ぐ
む
受
講
生
も
い
る
と
か
。

　

「
条
件
の
整
っ
た
大
企
業
で
働
く
女
性
た

ち
は
育
児
休
暇
を
利
用
し
て
か
つ
て
の
よ
う

に
離
職
し
な
い
。
従
っ
て
ポ
ス
ト
も
空
か
な

い
。
初
め
か
ら
年
収
５
０
０
万
は
い
ら
な
い
、

１
０
０
万
で
い
い
か
ら
と
一
歩
を
踏
み
出
し
、

自
分
の
夢
を
叶
え
る
よ
う
な
前
向
き
な
気
持

ち
で
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
。
開

拓
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
出
来
る
仕
事
は

一
杯
あ
る
は
ず
」
と
、
上
田
先
生
は
受
講
生

を
励
ま
し
ま
す
。＊

＊
＊
＊
＊

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
様
々
な
仕
事

の
経
験
や
ス
キ
ル
が
あ
っ
て
も
、
子
育
て
し

な
が
ら
の
再
就
職
に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
で
す
。
仕
事
に
対
し
て
一
人
ひ
と
り

の
想
い
も
違
い
ま
す
。
再
就
職
を
考
え
る
に

あ
た
っ
て
は
、
①
今
仕
事
に
費
や
せ
る
時
間

は
ど
の
位
？　

②
自
分
が
働
く
こ
と
で
家
族

の
生
活
が
ど
れ
だ
け
よ
く
な
る
？　

③
家
族

の
サ
ポ
ー
ト
や
夫
の
協
力
は
？　

④
元
の
職

場
、
職
種
へ
の
復
帰
？
ま
た
は
再
出
発
？　

キ
ャ
リ
ア
を
棚
卸
し
し
て
選
択
肢
を
洗
い
出

し
、
一
方
で
狭
め
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で

す
。
専
門
ス
キ
ル
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
就
職

に
向
け
て
の
準
備
を
す
る
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
て
自
分
を
売
り
込
む
。
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
も
再
就
職
の
大
き
な
活
路
で
す
。

　

一
人
で
考
え
る
の
で
は
な
く
様
々
な
就
労

支
援
の
場
に
参
加
し
、
講
師
や
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
助
言
を
得
ま
し
ょ
う
。
講
座
な
ど
へ
の

参
加
は
、
参
加
者
同
士
の
か
か
わ
り
の
中
で

不
安
や
心
配
が
減
り
、
自
信
を
取
り
戻
す
早

道
の
は
ず
。
新
し
い
自
分
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

人
生
を
豊
か
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
も
う
ひ
と
つ
、

■
■
と
い
う
道
も
。
次
回
は
起
業
に
つ
い

て
特
集
し
ま
す
。

起
業
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受講生の年齢別割合

修了生の就職先割合

教育 33.3%

その他 9.0%

金融 7.7%

非営利
17.9%

サービス
16.7%

公務 5.1%

情報処理 3.8%

製造 2.6% 不動産 1.3%

出版 1.3%

卸売 1.3%

日本女子大リカレント教育課程

NTT出版  2200円（税抜）

Cさん
48歳

受講生

Dさん
33歳

受講生
Eさん
44歳

受講生

「
昭
和
女
子
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
塾
」

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
マ
マ
た
ち
に
開
く

再
就
職
を
考
え
る
マ
マ
を
鍛
え
る

「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
キ
ャ
リ
ア
塾
」

20代
19.4%

30代
30.0%

40代
46.0%

50代 4.6%

強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

希
望
者
は
１
０
０
％
就
職


